
法令及び定款に基づく
インターネット開示事項

連　結　注　記　表
個　別　注　記　表

（2018年４月１日から2019年３月31日まで）

連結注記表及び個別注記表につきましては、法令及び

当社定款第15条の規定に基づき、当社ウェブサイト

（http://www.teikokudenki.co.jp/）に掲載すること

により株主の皆様に提供しております。
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連　結　注　記　表

１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記

(1) 連結の範囲に関する事項

　連結子会社の状況

・連結子会社の数　　　　　　　　14社

・国内子会社の名称　　　　　　　株式会社協和電機製作所

上月電装株式会社

株式会社帝伸製作所

株式会社平福電機製作所

・在外子会社の名称　　　　　　　TEIKOKU USA INC.

大連帝国キャンドモータポンプ有限公司

無錫大帝キャンドモータポンプ修理有限公司

済南大帝キャンドモータポンプ修理有限公司

成都大帝キャンドモータポンプ修理有限公司

台湾帝国ポンプ有限公司

TEIKOKU SOUTH ASIA PTE LTD.

TEIKOKU ELECTRIC GmbH

TEIKOKU KOREA CO.,LTD.

HYDRODYNE TEIKOKU(INDIA) PVT. LTD.

(2) 持分法の適用に関する事項

　持分法適用対象会社はありません。

(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項

　連結子会社のうち、HYDRODYNE TEIKOKU(INDIA) PVT. LTD.社を除く在外子会社９社の事業

年度末日は12月31日でありますが、連結会計年度末日との差異が３か月を超えていないため、

連結に際しては当該事業年度末日の計算書類を使用し、かつ連結会計年度末日との間に発生

した重要な取引については連結上必要な調整を行っております。

(4) 会計方針に関する事項

①　重要な資産の評価基準及び評価方法

イ．満期保有目的の債券

・償却原価法（定額法）

ロ．有価証券（その他有価証券）

・時価のあるもの

連結会計年度末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法によ

り処理し、売却原価は移動平均法により算定）

・時価のないもの

移動平均法による原価法
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ハ．たな卸資産

・当社及び国内子会社

主として総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下

げの方法により算定）

・在外子会社

主として先入先出法による低価法

②　重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ．有形固定資産（リース資産を除く）

・当社及び国内子会社

定率法

ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く。）並びに2016

年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用して

おります。

・在外子会社

　　定額法

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物 15年～50年

機械装置及び運搬具 ７年～12年

ロ．無形固定資産（リース資産を除く）

・ソフトウェア

　社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用しております。

ハ．リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

ニ．長期前払費用

定額法

③　重要な引当金の計上基準

イ．貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒

懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上し

ております。

ロ．製品保証引当金

製品のアフターサービス費用の支出に備えるため、過年度実績率に基づいて算定した

金額を計上しております。

ハ．賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額を計上しております。
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④　退職給付に係る会計処理の方法

イ．退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属

させる方法については、給付算定式基準によっております。

ロ．数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定

の年数（10年）による定額法により費用処理しております。

数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤

務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連

結会計年度から費用処理しております。

⑤　重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、連結会計年度末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差

額は損益として処理しております。

なお、在外子会社の資産及び負債は、当該子会社の事業年度末日の直物為替相場により

円貨に換算し、収益及び費用は、期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の

部における為替換算調整勘定に含めて計上しております。

⑥　のれんの償却方法及び償却期間

のれんの償却については、５年間の定額法により償却を行っております。

⑦　その他連結計算書類作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

税抜方式によっております。

(5) 表示方法の変更

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16

日）を当連結会計年度の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区

分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。

２．誤謬の訂正に関する注記

　当社は、当社の連結子会社である大連帝国キャンドモータポンプ有限公司及びその連結修理

子会社３社(無錫大帝キャンドモータポンプ修理有限公司、済南大帝キャンドモータポンプ修理

有限公司、成都大帝キャンドモータポンプ修理有限公司)において、架空の費用計上等の不適切

な取引行為が行われていたことが判明しました。これに伴い、過年度における不適切な会計処

理の訂正を行い、当該訂正による累積的影響額は当連結会計年度の期首の純資産に反映されて

おります。

　この結果、連結株主資本等変動計算書において、利益剰余金の遡及処理後の期首残高は

599,810千円、為替換算調整勘定の遡及処理後の期首残高は98,831千円、それぞれ減少しており

ます。
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３．連結貸借対照表に関する注記

(1) 担保に供している資産

　該当事項はありません。

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 　　　　　　　　　　　9,220,498千円

(3) 受取手形割引高 　　　　　　　　　　　170,858千円

(4) 受取手形裏書譲渡高 680,708千円

４．連結損益計算書に関する注記

　過年度における当社の中国子会社及びその連結修理子会社３社の不適切な取引行為により税

務リスクが確認されたため、その影響金額については、「販売費及び一般管理費」に399,784千

円、「法人税等」に610,080千円を計上しております。

５．連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 発行済株式の総数に関する事項

株 式 の 種 類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 20,400,138株 8,000株 －株 20,408,138株

（注）発行済株式の総数の増加は、取締役会の決議に基づく譲渡制限付株式報酬としての新株

式発行8,000株による増加分であります。

(2) 剰余金の配当に関する事項

①　配当金支払額等

イ．2018年６月28日開催の第114期定時株主総会決議による配当に関する事項

・配当金の総額 237,055千円

・１株当たり配当額 12円

・基準日 2018年３月31日

・効力発生日 2018年６月29日

ロ．2018年11月９日開催の取締役会決議による配当に関する事項

・配当金の総額 237,150千円

・１株当たり配当額 12円

・基準日 2018年９月30日

・効力発生日 2018年12月４日
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②　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度にな

るもの

2019年６月27日開催予定の第115期定時株主総会において次のとおり付議いたしま

す。

・配当金の総額 237,150千円

・１株当たり配当額 12円

・基準日 2019年３月31日

・効力発生日 2019年６月28日

　　　なお、配当原資は利益剰余金とすることを予定しております。

(3) 当連結会計年度末日における新株予約権に関する事項

該当事項はありません。
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６．金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

①　金融商品に対する取組方針

当社グループは、設備投資計画に照らして、必要な資金を調達（主に銀行借入）してお

ります。一時的な余資は安全性の高い金融資産で運用し、また、短期的な運転資金を銀行

借入により調達しております。

②　金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されておりますが、売掛

債権管理規定に沿ってリスク低減を図っております。グローバルに事業を展開しているこ

とから生じている外貨建ての営業債権は、為替の変動リスクに晒されておりますが、同じ

外貨建ての営業債務と相殺することや、外貨建て資産が過度に増え過ぎないよう保有する

外貨建て資産を市場動向に注視しながら適宜円に転換していくことにより、リスクの低減

を図っております。また、投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、

市場価格の変動リスクに晒されておりますが、上場株式については定期的に時価や発行体

（取引先企業）の財務状況を把握し、取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に

見直しております。

営業債務である支払手形及び買掛金は、ほとんどが１年以内の支払期日であります。ま

た、その一部には外貨建てのものがあり、為替の変動リスクに晒されておりますが、恒常

的に同じ外貨建ての売掛金残高の範囲内にあります。

(2) 金融商品の時価等に関する事項

　　2019年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次の

とおりであります。

(単位：千円)

連結貸借対照表
計上額（※1）

時価（※1） 差額

(ⅰ)現金及び預金 8,369,290 8,369,290     －

(ⅱ)受取手形及び売掛金
貸倒引当金(※2)

8,112,645
△208,595

7,904,050 7,904,050 －

(ⅲ)投資有価証券     1,284,358 1,284,358     －

(ⅳ)支払手形及び買掛金     (2,883,295)     (2,883,295)     －

(ⅴ)短期借入金     (316,160)     (316,160)     －

(ⅵ)未払法人税等     (1,493,705)     (1,493,705)     －

(※1)負債に計上されているものについては、( )で示しております。

(※2)受取手形及び売掛金に対する貸倒引当金を控除しております。
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(注1) 金融商品の時価の算定方法及び有価証券に関する事項

(ⅰ)現金及び預金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価

額によっております。

(ⅱ)受取手形及び売掛金

これらは短期間で決済されるため、信用リスクを貸倒引当金の控除により反映した価額

を時価としております。

(ⅲ)投資有価証券

投資有価証券の時価については、株式は取引所の価格によっており、投資信託は取引所

の価格又は取引金融機関から提示された価格によっております。

(ⅳ)支払手形及び買掛金、(ⅴ)短期借入金、並びに(ⅵ)未払法人税等

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価

額によっております。

(注2) 非上場株式（連結貸借対照表計上額3,727千円）は、市場価格がなく、時価を把握するこ

とが極めて困難と認められるため、「(ⅲ)投資有価証券」には含めておりません。

７．１株当たり情報に関する注記

１株当たり純資産額 1,249円86銭

１株当たり当期純利益 51円44銭

８．重要な後発事象に関する注記

　該当事項はありません。
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個　別　注　記　表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

①　子会社株式

移動平均法による原価法

②　満期保有目的の債券

償却原価法（定額法）

③　その他有価証券

イ．時価のあるもの

事業年度末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理

し、売却原価は移動平均法により算定）

ロ．時価のないもの

移動平均法による原価法

(2) たな卸資産の評価基準及び評価方法

　主として総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方

法により算定）を採用しております。

(3) 固定資産の減価償却の方法

①　有形固定資産（リース資産を除く）

　定率法（ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く。）並びに

2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法）を採用してお

ります。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物 15年～50年

機械及び装置 12年

②　無形固定資産（リース資産を除く）

ソフトウェア

社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用しております。

③　リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

④　長期前払費用

定額法
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(4) 外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、事業年度末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損

益として処理しております。

(5) 引当金の計上基準

①　貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸

念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上してお

ります。

②　製品保証引当金

製品のアフターサービス費用の支出に備えるため、過年度実績率に基づいて算定した金

額を計上しております。

③　賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額を計上しております。

④　退職給付引当金

従業員の退職給付の支出に充てるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資

産の見込額に基づいて計上しております。

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる

方法については、給付算定式基準によっております。

なお、過去勤務費用は、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年

数（10年）による定額法により、費用処理しております。

また、数理計算上の差異については、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤

務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業

年度から費用処理することとしております。

(6) その他計算書類作成のための基本となる事項

①　退職給付に係る会計処理

退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の未処理額の会計処理

の方法は、連結計算書類におけるこれらの会計処理の方法と異なっております。

②　消費税等の会計処理

税抜方式によっております。

(7) 表示方法の変更

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）

を当事業年度の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、

繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。
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２．貸借対照表に関する注記

(1) 担保に供している資産

該当事項はありません。

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 4,316,457千円

(3) 偶発債務

子会社の金融機関からの借入金に対する債務保証

大連帝国キャンドモータポンプ有限公司 173,214千円

子会社の取引先への契約履行保証等

TEIKOKU ELECTRIC GmbH

TEIKOKU SOUTH ASIA PTE LTD.

HYDRODYNE TEIKOKU(INDIA) PVT. LTD.

77,069千円

2,526千円

49,580千円

(4) 関係会社に対する金銭債権、債務（区分表示したものを除く）

①　短期金銭債権 1,544,677千円

②　短期金銭債務 348,997千円

(5) 取締役及び監査役に対する金銭債権及び金銭債務

　長期金銭債務 57,864千円

長期金銭債務は、将来の退任時に支給する退職慰労金に係る債務であります。

３．損益計算書に関する注記

・関係会社との取引高

①　売上高 3,240,342千円

②　売上原価 2,008,492千円

③　販売費及び一般管理費 48,367千円

④　営業取引以外の取引高 376,665千円

４．株主資本等変動計算書に関する注記

    自己株式の数に関する事項

株 式 の 種 類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数

普 通 株 式 645,538株 45株 －株 645,583株

（注）自己株式の数の増加は、単元未満株式の買取り45株による増加分であります。
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５．税効果会計に関する注記

(1) 繰延税金資産及び繰延税金負債発生の主な原因別内訳

繰延税金資産

賞与引当金 105,910千円

たな卸資産 32,708千円

未払社会保険料 17,143千円

製品保証引当金 3,383千円

退職給付引当金 240,376千円

減損損失 39,997千円

関係会社株式評価損 38,975千円

その他 180,579千円

繰延税金資産小計 659,076千円

評価性引当額 △93,773千円

繰延税金資産合計 565,302千円

繰延税金負債

固定資産圧縮積立金 76,549千円

その他有価証券評価差額金 153,106千円

その他 19,945千円

繰延税金負債合計 249,600千円

繰延税金資産の純額 315,702千円

(2) 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、

当該差異の原因となった主要な項目別の内訳

法定実効税率 30.6％

（調整）

交際費等 0.2％

受取配当金 △6.1％

海外配当源泉税 0.1％

税額控除 △1.0％

その他 0.6％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 24.5％
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６．関連当事者との取引に関する注記

・子会社等

種 類 会社等の名称
資本金又
は出資金

事 業 の
内 容

議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関連当事者との
関 係

取引の内容
取引金額
( 千 円 )

科 目
期末残高
( 千 円 )

子会社
上 月 電 装
株 式 会 社

10,000
　千円

機械加工、
電 磁 ブ レ
ー キ の
製 造

直接
100

役員の兼任
当社製品の部品
加工

資金の貸付
（ 注 ） ２

－
関 係 会 社
長期貸付金

237,500

利息の受取
（ 注 ） ２

1,360
関 係 会 社
短期貸付金

42,000

子会社
TEIKOKU
USA INC.

 5,800
千米ドル

キャンド
モータポ
ンプの製
造販売及
び 修 理
サービス

直接
100

役員の兼任
当社製品の販売

当社からの
製 品 販 売
（ 注 ） １

1,496,700 売 掛 金 719,452

上記の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれて

おります。

取引条件及び取引条件の決定方針等

（注）１.取引条件については、一般取引先と同様の取引を勘案して決定しております。

２.市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。なお、担保は受け入れておりま

せん。

７．１株当たり情報に関する注記

１株当たり純資産額 1,032円68銭

１株当たり当期純利益 65円9銭

８．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。
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